
                 札幌市教育委員会（中学校１年生美術 令和３年５月改訂） 

【美術】※美術は、月に１度の課題となります。 

＜内容＞ 

●同じ形の繰り返しを生かして、夏らしいうちわのデザインをしてみましょう。 

（教科書 P40.41「広がる模様の世界」を参考にしましょう。） 

＜取り組み方＞ 

１ 夏に見られる植物や生物、夏になるとよく使うものなど「夏」から思いつくものを

書き出してみましょう。 

２ 思いついたものを基に、「模様」にしていきます。模様とは、装飾として使われる

「図柄」のことです。細かな形は省略したり、単純化したりして、シンプルな線で表

してみましょう。 

３ 描いた模様から１～３個程度選んで、配置して（並べて）みましょう。 

 ・規則的に縦や横に並べる。 

 ・角度に変化をつけて並べる。 

 ・少し重なりをつくって並べる。 

 ・模様の大きさを変えながら並べる。 

        …など、いろいろな工夫が考えられます。 

４ 考えがまとまったら、うちわに鉛筆で下描きしましょう。 

５ 色鉛筆やペンなど、身近にある画材を使って着彩してみましょう。 

６ 作品ができあがったら、工夫したところや努力したことを書きましょう。 

 

※１～３は、スケッチブックやノート、家にある紙などに描き、４～６はワークシート

に描きましょう。 

※ワークシートをうちわの形に切り抜き、少し厚めの紙に貼ると、実際にうちわとして

使用することができます。 

※できあがった作品をお家の人に使ってもらって感想を聞くのもよいでしょう。 

〈学習のヒント〉 

・夏に実際に使うことをイメージして、見た目にも気持ちよく感じるものをつくりまし

ょう。 

・包装紙や洋服など、繰り返しの模様が使われたものが身近にもあると思います。探 

してみると参考になりますよ。単純化の工夫や配置の工夫も見つけましょう。 

 

 

 

 

 

 

動画の解説もあります。↓ 
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〇同じ形の繰り返しを生かして、夏らしいうちわのデザインを考え、下の枠内に描いてみましょう。 

                              

 

 

  年   組   番 

氏名 

きりぬき 

制作後に、「工夫したところや、努力したところ」を書いてください。 

 


